
いばらき県議会だよりNo.167 2009年（平成21年）4月19日（日曜日）11

Ａ
委
員
（
自
民
）　

本
県
が
万

年
全
国
最
低
ク
ラ
ス
の
医
師
不

足
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
は
大

英
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①
医
科
系
を
中
心
と
し
た
県
畜

産
試
験
場
跡
地
へ
の
大
学
誘
致

②
県
立
医
療
大
学
へ
の
医
学
部

（
友
部
キ
ャ
ン
パ
ス
）
設
置

③
県
内
高
校
へ
の
筑
波
大
医
学

群
進
学
コ
ー
ス
の
設
置
な
ど
一

大
政
策
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

知
事　

現
在
医
学
部
の
新
設
は

認
可
さ
れ
て
い
な
い
が
、
移
転

に
よ
る
動
き
が
あ
れ
ば
熱
心
に

誘
致
し
た
い
。
県
内
高
校
で
医

学
部
進
学
を
目
標
と
し
た
コ
ー

ス
は
数
校
あ
り
支
援
策
の
充
実

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
日
野
自
動
車
誘
致

と
県
開
発
公
社
支
援
、
県
発
注

工
事
へ
の
県
内
職
工
の
参
画
な

ど
も
質
問
）

Ｂ
委
員
（
自
県
ク
）　

組
合
施

行
の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

地
価
下
落
の
影
響
な
ど
に
よ
る

資
金
繰
り
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
国
は
、
組
合
が
金
融
機
関

な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
の

返
済
に
充
当
可
能
な
無
利
子
貸

付
制
度
を
設
け
た
が
、
活
用
に

は
地
元
市
町
村
の
協
力
が
必
要

で
あ
る
。
県
が
積
極
的
な
指
導

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

土
木
部
長　

制
度
活
用
に
は
、

組
合
が
事
業
計
画
を
見
直
す
な

ど
一
定
の
条
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
る
が
、
組
合
の
金
利
負
担

軽
減
に
は
有
効
と
考
え
る
。
区

画
整
理
は
公
共
性
や
公
益
性
が

あ
り
、
市
町
村
が
支
援
す
る
こ

と
は
適
切
と
考
え
て
お
り
、
県

も
必
要
な
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
自
殺
対
策
、
農
業

関
係
の
試
験
研
究
も
質
問
）

Ｃ
委
員
（
公
明
）　

諸
外
国
は

我
が
国
に
比
べ
家
族
関
係
へ
の

社
会
支
出
が
高
い
水
準
で
あ
る
。

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
は
財
政
支
出
は
必
要
だ
が
、

平
成
二
十
一
年
度
ど
の
よ
う
な

施
策
を
実
施
す
る
の
か
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
予
算
額
も
伺
う
。

知
事　

前
年
度
比
二
十
二
億
円

増
の
約
四
百
五
十
七
億
円
の
予

算
を
確
保
し
、
結
婚
支
援
、
結

婚
子
育
て
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、

若
者
就
労
支
援
、
創
設
す
る
健

や
か
こ
ど
も
基
金
を
活
用
し
た

保
育
所
・
放
課
後
子
ど
も
ク
ラ

ブ
の
重
点
整
備
、
子
育
て
家
庭

へ
の
経
済
的
支
援
、
子
育
て
支

援
に
取
り
組
む
中
小
企
業
へ
の

助
成
な
ど
の
施
策
を
行
う
。

（
ほ
か
に
、
待
機
児
童
対
策
、

子
育
て
人
材
の
連
携
・
組
織
化
、

妊
産
婦
マ
ル
福
制
度
な
ど
も
質

問
）

Ｄ
委
員
（
自
民
）　

桜
田
門
外

の
変
の
映
画
化
で
、
撮
影
場
所

と
し
て
偕
楽
園
や
弘
道
館
を
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
歴
史

的
、
文
化
的
資
産
を
見
つ
め
直

す
よ
い
機
会
に
な
る
と
と
も
に
、

県
内
外
か
ら
の
観
光
客
の
増
員

に
向
け
た
起
爆
材
と
な
る
。
こ

れ
ら
の
利
用
に
つ
い
て
県
が
積

極
的
に
協
力
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
。

土
木
部
長　

幕
末
の
日
本
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
水
戸

学
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
、
観
光

の
振
興
に
も
役
立
つ
。
一
般
利

用
者
に
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う

に
配
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、

今
後
の
撮
影
計
画
が
具
体
化
す

れ
ば
、
で
き
る
だ
け
協
力
し
た

い
。

（
ほ
か
に
、
偕
楽
園
の
夜
間
開

放
、
学
校
給
食
の
地
場
産
食
材

の
使
用
を
質
問
）

Ｅ
委
員
（
自
民
）　

県
の
出
先

機
関
の
見
直
し
は
、
県
民
の
生

活
利
便
性
の
向
上
を
第
一
に
考

え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
年
四
月
の
出
先
機
関
の

再
編
統
合
は
、
県
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

総
務
部
長　

県
民
サ
ー
ビ
ス
水

準
を
確
保
す
る
た
め
、
窓
口
業

務
は
極
力
現
地
に
残
す
こ
と
と

し
た
。
地
方
総
合
事
務
所
の
見

直
し
で
は
、
従
来
の
県
北
地
方

総
合
事
務
所
の
管
轄
を
、
久
慈

川
以
北
の
県
北
と
、
県
央
に
分

け
、
県
北
に
は
常
陸
太
田
市
に

県
民
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な

ど
、
地
域
の
課
題
に
よ
り
適
切

に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
た
。

（
ほ
か
に
、
高
等
学
校
に
お
け

る
教
育
の
推
進
、
余
暇
活
用
セ

ン
タ
ー
や
み
ぞ
の
利
用
促
進
な

ど
も
質
問
）

Ｆ
委
員
（
自
民
）
　
青
少
年
ネ
ッ
ト

環
境
整
備
法
の
四
月
施
行
を
控

え
、
有
害
情
報
か
ら
子
ど
も
を

守
る
う
え
で
保
護
者
の
役
割
が

益
々
重
要
と
な
っ
て
い
る
が
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
※
の
利
用
促
進

な
ど
保
護
者
の
意
識
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　

メ
デ
ィ

ア
教
育
指
導
員
に
よ
る
講
座
な

ど
に
よ
り
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

重
要
性
を
引
き
続
き
訴
え
る
と

と
も
に
、
新
た
に
全
公
立
中
学

校
及
び
県
立
高
等
学
校
に
お
い

て
生
徒
や
保
護
者
を
対
象
に
講

習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
関
係

機
関
が
連
携
し
保
護
者
の
意
識

向
上
に
努
め
、
有
害
情
報
か
ら

子
ど
も
を
守
る
取
り
組
み
を
積

極
的
に
推
進
す
る
。

（
ほ
か
に
、
農
商
工
等
連
携
、

交
通
安
全
対
策
な
ど
も
質
問
）

Ｇ
委
員
（
自
民
）　

先
般
公
表

さ
れ
た
公
立
病
院
の
再
編
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
構
想
は
実
現

性
に
乏
し
い
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
、
高
萩
協
同
病
院
と
、

北
茨
城
市
立
病
院
は
統
合
を
目

指
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
が
、

か
つ
て
検
討
さ
れ
実
現
で
き
な

か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
、

構
想
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
方
針
か
。

知
事　

県
北
地
域
の
医
師
不
足

は
深
刻
で
、
長
期
的
に
は
医
療

資
源
の
効
率
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
単
に
施
設
の
統
合
だ
け

で
な
く
診
療
科
目
な
ど
病
院
機

能
の
連
携
も
再
編
、
統
合
と
考

え
る
。
地
域
で
関
係
者
の
議
論

が
十
分
深
ま
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

（
ほ
か
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

整
備
、
防
災
ヘ
リ
の
救
急
医
療

へ
の
活
用
な
ど
も
質
問
）

Ｈ
委
員
（
自
民
）　

世
界
最
高

ク
ラ
ス
の
性
能
を
誇
る
研
究
施

設
Ｊ̶

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
稼
働
を
契

機
と
し
て
、
科
学
茨
城
の
開
花

に
弾
み
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。

本
県
の
発
展
に
向
け
、
Ｊ̶

Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｃ
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付

け
活
用
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

知
事　

Ｊ̶

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
実
用

面
で
の
研
究
開
発
に
活
用
す
る

た
め
、
施
設
内
に
本
県
独
自
に

中
性
子
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
を
整
備

し
、
産
業
利
用
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
の
施
設
は
、

科
学
技
術
創
造
立
国
を
目
指
す

日
本
の
将
来
と
茨
城
の
発
展
を

支
え
る
大
変
重
要
な
も
の
で
あ

り
、
最
大
限
に
活
用
し
て
い
き

た
い
。

（
ほ
か
に
、
圏
央
道
と
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
、
鬼
怒
川
に
架

か
る
橋
梁
の
整
備
な
ど
も
質
問
）

Ｉ
委
員
（
共
産
）　

茨
城
空
港

新
滑
走
路
を
自
衛
隊
が
来
年
三

月
ま
で
通
常
訓
練
に
使
用
中
で

西
側
民
家
の
騒
音
が
悪
化
し
て

い
る
。
百
里
基
地
の
軽
減
対
策

は
不
十
分
で
、
知
事
も
小
美
玉

市
と
約
束
し
た
周
辺
住
民
へ
の

説
明
を
行
っ
て
い
な
い
。
基
地

対
策
の
総
合
窓
口
設
置
や
騒
音

被
害
補
償
の
改
善
な
ど
の
要
望

に
応
え
た
の
か
。

知
事　

新
滑
走
路
使
用
に
よ
る

影
響
は
大
き
く
な
い
と
さ
れ
て

い
る
が
、
国
は
住
民
説
明
や
騒

音
に
配
慮
し
た
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
し
、
県
も
市
と
と
も
に

対
策
強
化
な
ど
を
働
き
か
け
て

い
く
。
総
合
窓
口
は
現
行
体
制

で
対
応
で
き
る
の
で
必
要
な
い
。

（
ほ
か
に
、
待
機
児
童
解
決
の

た
め
の
保
育
所
増
設
、
那
珂
川

沿
岸
農
業
水
利
事
業
ダ
ム
負
担

金
な
ど
も
質
問
）

Ｊ
委
員
（
民
主
）　

日
製
日
立

総
合
病
院
の
産
科
が
医
師
不
足

に
よ
り
四
月
か
ら
休
止
と
な
り
、

地
域
住
民
の
不
安
は
増
し
て
い

る
。
少
な
く
と
も
正
常
分
娩
の

早
期
再
開
を
望
む
声
が
多
い
が
、

再
開
の
見
込
み
は
。

知
事　

日
製
日
立
総
合
病
院
へ

は
、
水
戸
赤
十
字
病
院
が
今
秋

以
降
に
産
科
医
一
名
を
派
遣
す

る
意
向
。
こ
れ
を
契
機
に
院
内

助
産
所
の
開
設
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
県
北
地
域
の
分
娩
を
担

え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
県
と
し

て
一
人
で
も
多
く
の
医
師
を
確

保
で
き
る
よ
う
各
方
面
に
さ
ら

に
働
き
か
け
を
行
い
、
地
域
住

民
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
体
制

づ
く
り
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
直
轄
事
業
負
担
金
、

県
政
運
営
の
基
本
姿
勢
な
ど
も

質
問
）

Ｋ
委
員
（
自
民
）　
開
発
公
社
を

含
め
る
と
三
公
社
※
へ
の
経
営

支
援
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
今
、
今
後
は
県
民
生
活
の
向

上
に
直
結
す
る
行
政
本
来
の
仕

事
の
み
を
行
い
、
工
業
団
地
な

ど
の
面
開
発
事
業
や
ホ
テ
ル
な

ど
保
養
事
業
か
ら
は
撤
退
し
て
、

こ
の
三
公
社
は
解
体
す
る
べ
き

で
あ
る
。
知
事
の
決
意
を
伺
う
。

知
事　

開
発
公
社
で
言
え
ば
、

鵜
の
岬
や
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
な
ど
解
散
ま
で
に
は
検
討
課

題
も
多
い
が
、
県
の
開
発
事
業

を
大
き
く
転
換
す
る
意
味
で
今

後
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
議
会

や
県
民
に
そ
の
進
捗
が
わ
か
り

に
く
い
開
発
公
社
を
活
用
し
て

実
施
す
る
方
式
は
原
則
使
わ
な

い
こ
と
と
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
橋
本
県
政
下
で
の

用
地
取
得
の
あ
り
方
な
ど
も
質

問
）

常
井　

洋
治

（
自
由
民
主
党
）

臼
井
平
八
郎

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

田
村
け
い
子

（
公　

明　

党
）

舘　
　

静
馬

（
自
由
民
主
党
）

石
井　

邦
一

（
自
由
民
主
党
）

山
岡　

恒
夫

（
自
由
民
主
党
）

小
田
木
真
代

（
自
由
民
主
党
）

五
木
田
良
一

（
自
由
民
主
党
）

大
内
久
美
子

（
日
本
共
産
党
）

長
谷
川
修
平

（
民　

主　

党
）

石
川　

多
聞

（
自
由
民
主
党
）

●
質
問
者
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